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1. はじめに
Li fll! ~>Hfri j二市i内には!ーパイプJとi呼ばれる述統した私2
路;1犬の大孔I~;\が存在している。このパイプは，大きな排
水牲を有し降雨に対して応符の1.い流IHがirdtiJ討され， LI 
































4，8 X 1Q.:lcm/s， 111知事は28.7-35.1%であった。パイプ
出[1より上流の0次谷の表面地形から求めた集水両積は
0.6411aで平均ftj(;i¥::j'35，9院である。 流域の地形とパイプの
分:;{riはFig.1 (内|れら， 1998) に;示した。|立!のパイプA
? ?
?
ドig.I Topographic llap of Toinolani 
ホ 』以i江(在剤郊i日;)大iιJうザ小y戸i主:1段;l九~γ，ρ、ア判y







化を調べ，かつパイプを見失わないために， 2 ~ 14cm 
ごとにパイプを合むこ|二JJ~Ij'}r 1m ( 11;¥約50cm) を終えたつ
なお， J二J:j~lf抵抗i はパイプより約 10cmi~~\' 、地点まで:j:Jillì'jlJ
した。断j(IT内のパイプを 1=組により fil在日記した j."Z， パイ








10)J '1日，問10月311:1及び20例年 7H 12 Elに行い 7
月121:1を除きfr:JliJlJjを行ったパイプ内に水流が確認され
た。
Ph010. 1 Soil profilむ日t5cI1 fI・011the pipc outlet 
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3. 調査結果と考察
削減IJ を行ったいずれの土JJ~I祈 li!î (約0.3mりにおいて
もパイプは 1本しか見られず (Photo.1)，パイプの枝














中が生じる音IH立が士}I，活 F'~ ~こ千y:在することは， TUKMIOTO 
ら(1988) などによって示されており，千千五パイプjと
呼ばれている。 Photo2で示した集中的な水のしみ1¥し
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Fig.3 Planc figure of the soil pipe 
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部{立はi詩在パイブjに相当すると45・えられる ο 集中的な
水のしみ rL\ し部{立のがjlOcmM~紘一 l二方に I I1 IJ を持たない
パイプが存夜していた (Fig.2， Photo. 2)。こi二JjえIjlの降
1~f) ìjjêIUR~ として，パイプ/1 \1二l から i許在ノ f イプまでのJ主続












ら 50cm~90cmで 1 1\ 1二l から離れるにつれi35 くなる開 lííJ
が見られた(l干ig.2) c さらに，詳しく見ると，パイプ
1 j]から50cmの純聞では間段;Ikの構造をしていた
(ドig.2，Fiお'. 4) 。また，パイプil!lJM，去の紛l粒j二のお，\;m~ を
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1 30cm above 
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Fig. G Diamclers ()f lhe pipc 
とんど含まれていなかった。そのふ占来，パイプをと含まな
い胤 1 HのI)Jj~ における *111粒土の;誌と，パイプilllJ世におけ
る綿粒土の敢に設がはられなかった。パイプの先述に関
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